
村野藤吾記念会
Togo Murano Committee

犬島「家プロジェクト」
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●第28回村野藤吾賞受賞者および受賞対象作品紹介

写真提供：妹島和世建築設計事務所（3 点とも）

妹島和世 （せじま・かずよ）建築家

1956年茨城県生まれ。1981年日本女子大学大学院を修了。伊東豊雄建築設計事務所勤務を経て、1987年妹島和世
建築設計事務所設立。1995年西沢立衛とともにSANAAを設立。2010年 第12回ベネチアビエンナーレ国際建築展の
総合ディレクターを務める。
主な受賞として、日本建築学会賞*、ベネチアビエンナーレ国際建築展金獅子賞*、芸術選奨文部科学大臣賞美術部門、
フランス藝術文化勲章オフィシエ、2010年プリツカー賞*（アメリカ）、銀の定規賞*（フランス）など。 
主な建築作品としては、国内では金沢21世紀美術館*、Dior表参道*、犬島「家プロジェクト」、京都の集合住宅
NISHINOYAMA HOUSE、海外ではニューミュージアム*（ニューヨーク）、2009年サーペンタインギャラリーパビリオン
*（ロンドン）、Rolexラーニングセンター *（ローザンヌ・スイス）のほか、2012年ルーヴル美術館の分館となるルーヴル 
= ランス*が完成した。(*=SANAAとして)

犬島「家プロジェクト」は、瀬戸内海の小島、高
齢化と過疎化が進む犬島における、使われなく
なった民家をそれぞれの敷地でギャラリーに置き
換えるプロジェクト。2008年から始まった計画は
現在6棟が建設されており、これからも新しいギャ
ラリーや宿泊施設が予定されている。既存民家
の改装、部材の再利用、アクリルやアルミを使っ
た新築などさまざまな形式で、人びとの暮らしと
現代美術が共存する風景が生み出されている。
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